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　○話し合い（会議） ○福祉学習会 ○ニーズ把握 ○見守り活動 ○ふれあい活動
○個別援助活動（ゴミ出しサービス等）○福祉情報の提供 ○３世代交流活動 ○避難訓練 等
活動内容

連携

自治会長

知恵と
力を結集

福祉連絡会の構成 ○○自治会福祉連絡会

組織化福祉活動の中心的
推 進 者 で 組 織
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連絡会代表

現
在
策
定
中
の
、
宍
粟
市
社
協
「
第
二
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
（
平
成

23
年
度
〜
27
年
度
）
」
で
は
、
推
進
目
標
の
一
つ
と
し
て
「
小
地
域
福
祉

活
動
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
に
は
、
計
画
づ
く
り
に
反
映
す
る

た
め
、
各
自
治
会
福
祉
連
絡
会
代
表
（
代
表
福
祉
委
員
）
の
皆
様
の
協
力

の
も
と
、
小
地
域
福
祉
活
動
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
小
地
域
福
祉
活
動
を
進
め
て
い
く
上
で
重
要
な
役
割
と

機
能
を
担
っ
て
い
く
、
小
地
域
福
祉
推
進
組
織
（
自
治
会
福
祉
連
絡
会
）

づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
す
す
め
て
い
く
の
か
を
考
え
ま
す
。

近
隣
関
係
の
希
薄
化
や
過
疎
化
に

よ
る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
、
社

会
的
孤
立
と
排
除
な
ど
、
地
域
の
中

の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
課
題
が
あ
る
中

で
、
小
地
域
福
祉
活
動
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

小
地
域
福
祉
活
動
と
は
、
自
治
会

や
隣
保
単
位
で
取
り
組
む
「
ふ
く
し

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
た
、
住

民
に
よ
る
主
体
的
な
さ
さ
え
あ
い

活
動
で
す
。近
隣
の
住
民
が
協
力
し

あ
い
、
お
互
い
に
さ
さ
え
あ
う
小
地

域
福
祉
活
動
は
、
地
域
内
の
信
頼
関

係
を
築
き
、
連
帯
感
や
安
心
感
を
生

み
ま
す
。

小
地
域
福
祉
活
動
は

福
祉
連
絡
会
が
推
進

「
福
祉
委
員
」が

小
地
域
福
祉
活
動
の
要

調
査
か
ら
見
え
て
き
た

福
祉
連
絡
会
の
現
状

住
民
福
祉
座
談
会
で

住
民
同
士
の
協
議
の
場
を

小
地
域
福
祉
活
動
に

　
　高
ま
る
期
待

こ
の
小
地
域
福
祉
活
動
の
要
と

な
る
の
が
「
福
祉
委
員
」
で
す
。活
動

を
進
め
て
い
く
上
で
の
世
話
役
、
ま

と
め
役
で
あ
り
、
住
民
に
と
っ
て
身

近
な
福
祉
の
相
談
窓
口
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

小
地
域
福
祉
活
動
は
、
福
祉
委
員

が
中
心
と
な
り
進
め
て
い
ま
す
が
、

特
定
の
少
数
の
人
で
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
に
小
地
域
福
祉
活
動
の
理

解
を
深
め
、
活
動
の
輪
を
拡
大
し
て

い
く
た
め
に
は
、
福
祉
連
絡
会
（
推

進
組
織
）
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

福
祉
連
絡
会
は
、
自
治
会
内
の
活

動
者
（
福
祉
委
員
・
民
生
委
員
児
童

委
員
等
）や
各
種
団
体（
自
治
会
、
婦

人
部
、
老
人
会
等
）を
構
成
員
と
し
、

ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

推
進
組
織
で
す
。

本
会
で
は
、
各
自
治
会
に
福
祉
連

絡
会
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
（
世
帯

数
、
高
齢
化
率
や
自
治
会
内
の
組

織
、
こ
れ
ま
で
の
福
祉
活
動
の
取
り

組
み
）
や
抱
え
る
課
題
は
異
な
り
、

地
域
の
実
態
に
合
わ
せ
た
活
動
や

組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

昨
年
12
月
に
実
施
し
た
「
小
地
域

福
祉
活
動
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
１

５
７
自
治
会
中
１
２
８
自
治
会
か

ら
回
答
が
あ
り
、
回
収
率
は
82
％
で

し
た
。こ
こ
で
い
く
つ
か
の
設
問
を

紹
介
し
ま
す
。

（
問
）
福
祉
連
絡
会
を
設
置
し
て
い

ま
す
か（
回
答
数
１
２
８
）　

①
設
置
し
て
い
る
98（
77
％
）　
②
組

織
は
な
い
が
連
携
し
て
取
組
ん
で

い
る
11（
８
％
）　
③
設
置
し
て
い
な

い
19（
15
％
）

（
問
）自
治
会
長
や
民
生
委
員
、
福
祉

委
員
等
が
連
携
を
図
り
活
動
し
て

い
ま
す
か（
回
答
数
１
１
８
）

①
図
れ
て
い
る
70（
59
％
）　
②
ま
あ

ま
あ
図
れ
て
い
る
45（
38
％
）　
③
図

れ
て
い
な
い
3（
３
％
）

（
問
）
課
題
や
活
動
等
会
議
を
行
っ

て
い
ま
す
か（
回
答
数
１
１
０
）

①
行
っ
て
い
る
25（
２
３
％
）　
②
ま

あ
ま
あ
行
っ
て
い
る
49（
44
％
） 

　

③
行
っ
て
い
な
い
36（
33
％
）

ま
た
、
課
題
等
は
左
記
の
よ
う
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

調
査
結
果
か
ら
、
７
割
以
上
の
自

治
会
で
福
祉
連
絡
会
の
設
置
が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

が
、①
自
治
会
内
の
活
動
者
や
各
種

団
体
が
連
携
を
図
り
、②
地
域
の
福

祉
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
、③
活
動

で
き
る
組
織
を
つ
く
る
こ
と
が
今

後
の
課
題
で
す
。

小
地
域
福
祉
活
動
は
、
地
域
の
問

題
を
住
民
同
士
が
話
し
合
う
場
づ

く
り
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
住
民
福
祉
座
談
会
を
通

し
て
、
日
常
の
生
活
不
安
や
生
活
課

題
・
福
祉
課
題
を
吸
い
上
げ
ら
れ

る
組
織
づ
く
り
に
向
け
た
実
質
的

な
協
議
を
し
ま
し
ょ
う
。

住
民
福
祉
座
談
会
に
は
、
本
会
の

役
職
員
も
参
加
し
、
住
民
と
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
組
織
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

（
本
部
・一
宮
支
部
　
波
多
野
好
則
）

● 福祉委員の担い手（福祉委員が毎年交代）
● 福祉連絡会の必要性（わざわざ設置する
必要がない、設置の気運が生じてこない）

● 要援護者の把握や支援の壁（個人情報保
護法やプライバシーの問題）

● 話し合いの場の充実（福祉課題の共有）
● 民生委員児童委員等との連携（ふれあい
喫茶のための福祉委員ではない）

● 活動リーダーのあり方（その時のリーダー
の考えで活動に温度差）

● 世代を越えた交流の場づくり（だれもが参
加できる取組みや体制づくり）

● 少子高齢化と世帯数減少（活動の縮小、継
続、担い手の問題）

● 活動拠点場所の確保（公民館のない自治
会では活動ができない）

● 男性や若年層等、無関心な人への参加促進
（福祉への関心をどうもってもらうのか）
● 新規加入者やアパート住民との交流（コ
ミュニケーションの図り方）

● 災害時での対応（防災への意識） 等

アンケート自由記述（課題等）

地
域
の
生
活
課
題
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う

（
西
深
福
祉
連
絡
会
で
の
福
祉
座
談
会
）

地域社会の中では、ひとり暮らし高齢者、認知症高齢者、精神障がい者や
知的障がい者等の当事者の問題、子育ての悩み、虐待等と様々な問題が…

抜 粋

23

表紙の「ひ孫といっしょ」は核家族、少子化の中でホッと「和」を感じ、安心させられます。市内4町の活動ぶり等、分かり
やすく楽しく読ませていただき、参考になります。 （山崎町　女性）

読者の
感想より 

読者の
感想より 

いきいきライフが身近な人だったので、久しぶりに写真を見させてもらい、うれしかったです。若い頃の出会い
を思い出しました。 （山崎町　女性）


